








































































- 62- 人 間 福 祉 学 科
JPFs Students Practitioners
reasoningwith eausalstOrieS laws cauBalmodels
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- 70- 人 間 福 祉 学 科
する｡つまりそれは,むやみに引き伸ばされる一方の学校教育の目的と機能,すなわちモラトリアム性を ｢学校依存症｣
と批判的に捉え,生徒に早期的な自己決定を促進していくモデルとなる｡
こうして,｢生活に埋め込まれた教育｣としての徒弟別モデルを現在の学校教育の改革の視点として真撃に考えれば
考えるほど,それは,このモデルをそのまま学校教育に持ち込み,実践 ･応用するといった直接坤な改善策としてでは
なく,むしろ学校 (近代教育)の抱えるモラトリアム性を間接的な形で批判し,益々引き伸ばされつつある学校教育
(の制度)を少しでも短期化していくための手立てとなることが明らかになってくるのである｡ 従って,徒弟制モデル
(｢生活に埋め込まれた教育｣)という構想は,過剰なモラトリアム装置としての学校を相対化することで,いま一度,L;
学校が子ども (生徒)にとって適切な自己決定の媒介的空間となることを志向するという意味で,｢生活から離床した
教育 (-近代の教育)｣を改革する視点となり得ると思われる｡
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